
SPIRAL ART PRODUCEの活動

沿革

1 9 8 5年の創設以来、「文化の事業化」を謳ってきたスパイラル／
株式会社ワコールアートセンターでは、館内においてさまざまな

展覧会や各種催事を行なってきました。また、2000年には「アート
ライフ宣言」を発表。アートの実社会への応用を目指し、クリエイティブ

ネットワークを活用しながらスパイラル館外でプロデュース活動を展開

しております。近年では新たな拠点形成を行うなど、活動フィールドも

広範にわたります。

推進方法

今日的な課題やニーズに応じてプログラムを企画立案し、これらに

該当する、世界の第一線で活躍するアーティストやクリエーターを、

その表現性や資質をもとに適正に選び、他に例を見ない独自性、社会性、

自由な発想に富んだプロジェクトの形成を試みています。

推進体制

株式会社ワコールアートセンターが運営するスパイラル（東京・青山）

に常勤する専門性の高いプロデューサー、プランナー、キュレーター、

制作ディレクターが常時館外プロジェクトを推進。外部スタッフも適宜

導入し、プロジェクトに応じた推進体制の組み立てが可能です。

アーティストの視点

美・発想力・創造力 価値を見極める、社会を見通す
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五感の学校プロジェクト（2006～）

象の鼻テラス運営・各事業

NSK周年記念事業

SLOW LABEL

スマートイルミネーション横浜

ポート・ジャーニー・プロジェクト

ピノキオプロジェクト（2007～）

マルシェコロール（2008～2015）

Main Projects
20102009

2009

2011 2012 2013 2014 2015 2016

夜間開発プロジェクト
（2010）

NSK創立90周年記念イベント Smooth Sailing for BEARING  NSKベアリングアート展（2006）

アートは、人の交流を
促進する装置

柏の葉キャンパスシティ

ヨコハマ・パラトリエンナーレ2014 ヨコハマ・パラトリエンナーレ2017

2017

NSK創立100周年記念イベント  SENSE OF MOTION（2016）

2006年の「まちびらき」とともにスタート。アートが媒介
となって、住民やそこで働く人の交流やコミュニケーション
が活発化することをここでは“アート”と呼び、さまざまな
イベントを実施、遊具、道具として活用できる作品設置
を試みた。グッドデザイン賞など多数受賞。

豊かな歴史や都市戦略を
背景に文化活動を展開

象の鼻テラス

ココロとカラダの両面から
考えるコミュニティづくり

SPORT×ART
SHINTOYOSU

横浜開港150周年を機に建てられた施設。市民のための
休憩所でありながら、2009年のオープン以来、「文化交易」
をコンセプトに横浜の観光情報の提供、アートの創造性
を生かしたまちづくりと文化交流の拠点として位置づけ
られている。

アートを通して企業価値を高める
ブランディング

NSK周年記念事業

日本精工株式会社の周年記念事業として展覧会、フォー
ラム、社内プログラムを実施。製品とクリエーターのコラボ
レーションで生まれた作品などを通して、内外に企業理念
や企業の社会的価値を周知。

多彩な角度から自分を磨く、
大人の楽しい学校

Spiral Schole

スパイラル開館30周年を記念し、スタート。スパイラルが
これまでに培ったノウハウとネットワークから選び抜いた、
経験豊かなプロフェッショナルを講師として迎え、通年で
講座を実施。

新豊洲の拓かれた環境を活かし、市民の活発なスポーツ
コミュニティを目指すとともに、デザインやテクノロジー
だけでなく環境意識や生活文化まで、広範なアートの要素
を融合した取り組みを行なっている。

最古にして、最先端
アートと観光の協働

道後オンセナート2014

道後温泉本館改築120周年を機に、温泉、俳句、文学など
長く地元で培われた既存の文化価値に、未来へ向けての
新しいバリューを付加させたいとの地元観光業者たちの
希望を汲み、地域全体に現代アートを取り入れた。

公共空間を活用、世界水準の
文化情報発信をめざす

TOKYO ART FLOW

二子玉川に拠点を有する複数の企業、大学、地元の商店
などをまきこみ、駅周辺のショッピング施設から、二子玉川
最大の自然資源である河川敷にいたる地帯でさまざまな
アートプログラムを実施。

まちに創造性をもたらす、
知と感性のプラットフォーム

太田市美術館・図書館

管理運営計画の策定を受託。「ものづくり」を通して育まれ
てきた太田市民の創造性を、これからの「まちづくり」に
生かしていくための拠点となることを目指す。太田市の未来
を担う「創造的太田人」を育成。
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新豊洲Brilliaランニングスタジアム オープン（2016）

道後オンセナート2014

SPORT×ART SHINTOYOSU

TOKYO ART FLOW

太田市美術館・図書館

Spiral Schole

オープン（2017）

TAF00（2016夏）

スペクタクル展
（2009）

横浜ランデヴープロジェクト

以降、道後・松山市街地にて個別のプロジェクトへ発展。
2017年現在まで断続的に行なわれている。



も の づ く り  

新 し い 視 点 を 生 か し た も の づ く り プ ラ ッ ト フ ォ ー ム  

2 0 0 0 年 に ス パ イ ラ ル が 発 信 し た 「 ア ー ト ラ イ フ 宣 言 」 と と も に 立 ち 上 げ

た プ ロ ジ ェ ク ト 。 “ ア ー ト の 社 会 へ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ” を キ ー ワ ー ド に 、

現 代 ア ー テ ィ ス ト の 創 造 性 や 柔 軟 な 発 想 力 と 、 科 学 者 ・ 企 業 開 発 者 な

ど 異 業 種 の パ ー ト ナ ー の も つ 技 術 を 組 み 合 わ せ 、 こ れ ま で に な い プ ロ

ダ ク ト 開 発 を 試 み た 。 現 在 ま で に 多 数 の 派 生 プ ロ ジ ェ ク ト が 起 こ り 、 各

地 で 展 開 し て い る 。  

 

● 2 0 0 1 〜 2 0 0 3   

 プ ロ ト タ イ プ を 紹 介 す る 展 覧 会 を 軸 と し な が ら 、 プ ロ ジ ェ ク ト を ス タ ー

ト さ せ る 。 ( ス パ イ ラ ル ガ ー デ ン )  

 

● 2 0 0 2 〜  

 企 業 や 行 政 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン で 個 別 プ ロ ジ ェ ク ト の 立 ち 上 げ 。    

 そ こ か ら 新 た な 商 品 開 発 ブ ラ ン ド な ど も 生 ま れ る 。  

 ・ B i o  C o n c e p t （ パ ナ ソ ニ ッ ク デ ザ イ ン 社 / 2 0 0 2 〜 0 3 ）  

 ・ 静 岡 発 ！ ラ ン デ ヴ ー プ ロ ジ ェ ク ト （ 静 岡 市 / 2 0 0 4 〜 0 7 ）  

 ・ 横 浜 ラ ン デ ヴ ー プ ロ ジ ェ ク ト （ 横 浜 市 / 2 0 0 9 〜 ）  

 ・ S L O W  L A B E L ス タ ー ト （ 2 0 1 1 〜 ）  

ラ ン デ ヴ ー  プ ロ ジ ェ ク ト  

 

横 浜 市 内 の 障 害 者 施 設 や 企 業 と ア ー ティ ス ト を つ な げ た 横 浜 ラン デ ヴ ー プ ロ ジ ェ ク  

トか ら は 、 一 点 モ ノ手 づ くり ブ ラン ド 「 S L O W  L A B E L 」 が 立 ち 上 が っ た 。  

 

4 年 間 実 施 し た 静 岡 発 ！ ラン デ ヴ ー プ ロ ジ ェ ク トで は 、 ひ び の こ づ え デ ザ イ ン に よ  

る 「 ひ の き の は き も の 」 国 内 外 で 評 価 さ れ た ロ ン グ セ ラー 商 品 も 登 場 。  

 

プ ロ ジ ェ ク トの ス キ ー ム  



世 界 に つ な が る 都 市 文 化 を 支 え る 横 浜 港 発 祥 の 地 と も 言 え る 象 の 鼻

パ ー ク に 、 横 浜 開 港 1 5 0 周 年 を 機 に 建 て ら れ た 施 設 。 市 民 の た め の 休

憩 所 で あ り な が ら 、 2 0 0 9 年 の オ ー プ ン 以 来 、 「 文 化 交 易 」 を コ ン セ プ ト

に 横 浜 の 観 光 情 報 と 世 界 最 先 端 の 文 化 情 報 を 提 供 す る 拠 点 と し て 位

置 づ け ら れ て い る 。  

国 際 交 流 を 目 指 し 、 世 界 的 ア ー テ ィ ス ト を 招 聘 し て の 滞 在 制 作 に よ る

展 覧 会 や 一 線 で 活 躍 す る ダ ン サ ー た ち に よ る パ フ ォ ー ミ ン グ ア ー ツ プ

ロ グ ラ ム を 館 内 に て 実 施 す る ほ か 、 地 元 を 基 盤 と す る も の づ く り プ ラ ッ

ト フ ォ ー ム の 開 発 、 都 市 観 光 を 企 図 し た イ ル ミ ネ ー シ ョ ン イ ベ ン ト や 音

声 ガ イ ド プ ロ グ ラ ム な ど も 活 発 に 企 画 、 実 施 し て い る 。  

 

象 の 鼻 テ ラ ス （ 横 浜 市 ）  

象 の 鼻 テ ラ ス  

横 浜 市 象 の 鼻 パ ー ク  

椿 昇 、 カ テ ィ ア ・ ト ゥ キ ア イ ネ ン ほ か 多 数  

2 0 0 9 年 6 月 〜 現 在  

ま ち づ く り  

横 浜 市 文 化 観 光 局 創 造 ま ち づ く り 課  

豊 か な 歴 史 や 都 市 戦 略 を 背 景 に 文 化 活 動 を 展 開  



都 市 観 光  
ス マ ー ト イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 横 浜  
ー 省 エ ネ 技 術 と ア ー ト で つ く る も う ひ と つ の 横 浜 夜 景 ー  

都 市 観 光 と 省 エ ネ 技 術 と ア ー ト の 融 合  

「 ス マ ー ト イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 横 浜 」 は 、 長 年 に わ た っ て 優 れ た 都 市 景 観

の 形 成 に 取 り 組 ん で き た 横 浜 都 心 臨 海 部 を 舞 台 に 、 新 た な 夜 景 の 創

造 を 試 み る ア ー ト イ ベ ン ト で す 。  

本 イ ベ ン ト は 、 2 0 1 0 年 、 運 営 を 受 託 し て い る 横 浜 「 象 の 鼻 テ ラ ス 」 の

「 夜 景 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト 」 と し て ス タ ー ト し ま し た 。 2 0 1 1 年 に は 、 ア ー

テ ィ ス ト の 創 造 性 を 生 か し た 夜 景 演 出 の 試 み を 発 展 さ せ る と 同 時 に 、

３ 月 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災 を 踏 ま え 、 L E D 照 明 や 太 陽 光 発 電 な ど 、

こ れ か ら の 時 代 に 不 可 欠 と な る 省 エ ネ ル ギ ー 技 術 の 活 用 を テ ー マ に 加

え 、 第 １ 回 の 「 ス マ ー ト イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 横 浜 」 を 開 催 し ま し た 。  

２ 回 目 の 開 催 と な っ た 2 0 1 2 年 は 、 展 開 エ リ ア や 作 品 数 を 大 幅 に 拡 大 、

「 光 と 影 を 巡 る 夜 」 を テ ー マ に 、 こ れ ま で に な い 幻 想 的 な 夜 景 を 生 み 出

し て い ま す 。  

 

ス マ ー ト イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 横 浜  

横 浜 市  象 の 鼻 パ ー ク 、 日 本 大 通 り 、 山 下 公 園 ほ か 横 浜 臨 海 部  

横 浜 市  

株式会社 FREEing／ブリティッシュ·カウンシル／スイス·プロ·ヘルヴェティア文化財団／オーストラリア大使館
／スイス大使館／日産自動車株式会社／カラーキネティクス・ジャパン株式会社 ほか 

L a n g / B a u m a n n ／ N V A ／ P i p & P o p ／ 髙 橋 匡 太 ／ 藤 本 隆 行 ／ ク ワ

ク ボ リ ョ ウ タ ／ 谷 川 俊 太 郎 （ o b l a a t ） ／ 鈴 木 康 広 ／ 竹 澤 葵 ／ ト ー チ カ

／ 日 下 淳 一 ／ 森 日 出 夫 ／ R h i z o m a t i k s  他  

2 0 １ 1 年 1 0 月 ７ 日 〜 ９ 日 、 2 0 1 2 年 1 0 月 3 1 日 〜 1 1 月 4 日  



都 市 観 光  ス マ ー ト イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 横 浜  

NVA 

moon flower dream  Pip＆Pop 

C o n f o r t # 1 1  L a n g / B a u m a n n  



も の づ く り  S L O W   L A B E L （ ス ロ ー レ ー ベ ル ）  

自 由 な も の づ く り を 目 指 す 、 新 し い 試 み  

「 S L O W  L A B E L （ ス ロ ー レ ー ベ ル ） 」 は ス パ イ ラ ル ／ 株 式 会 社 ワ

コ ー ル ア ー ト セ ン タ ー が 、 横 浜 で 立 ち 上 げ た 手 作 り 雑 貨 ブ ラ ン ド 。

地 域 の 福 祉 作 業 所 と ア ー テ ィ ス ト 、 地 元 企 業 の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン に

よ っ て 商 品 開 発 を 行 う こ と が 特 徴 で 、 福 祉 を 主 目 的 と す る の で は な

く 、 大 量 生 産 の 制 約 に よ っ て 狭 め ら れ た 創 造 性 を 、 手 作 り に よ っ て

突 破 し よ う と い う 商 品 開 発 の 思 想 を 持 つ 。  

 

ア ー テ ィ ス ト 、 企 業 、 身 体 障 害 者 は そ れ ぞ れ が 対 等 の パ ー ト ナ ー と

し て 生 産 に 関 わ っ て い る 。  

S L O W  L A B E L （ ス ロ ー レ ー ベ ル ）  

横 浜 市 、 横 浜 市 芸 術 文 化 振 興 財 団 、 N P O 法 人 港 南 福 祉 ホ ー ム 、 N P O 法 人 中 途

障 碍 者 活 動 セ ン タ ー と つ か わ か ば 、 株 式 会 社 ア ン ダ ー ザ ツ リ ー ほ か  

曽 谷 朝 絵 、 福 井 利 佐 、 矢 内 原 充 志 、 S A F A R I 、 s o + b a 、 ひ び の こ づ え 、 則 武 弥 、

の む ら み ち こ 、 井 上 唯 、 w h i t e I N Q 、 a c c o ほ か  

2 0 0 9 年 〜  



福 祉 ／ フ ェ ス テ ィ バ ル  （ S L O W   L A B E L ） パ ラ ト リ エ ン ナ ー レ  

ボ ー ダ ー の な い 、 多 様 な 社 会 に 向 け て の 提 言  

前 述 の 「 S L O W  L A B E L （ ス ロ ー レ ー ベ ル ） 」 が 2 0 1 4 年 よ り 開 始 し

た フ ェ ス テ ィ バ ル 。 鋭 い 知 覚 や 能 力 の あ る 障 害 者 と 、 高 い 技 術 を 持

つ 多 様 な 分 野 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル が 出 会 い 、 共 鳴 し 、 試 行 錯 誤 の

末 に 新 し い 芸 術 表 現 を 生 み 出 す 場 と し て 一 般 に 向 け て 作 品 と そ の

価 値 を 提 示 す る 。 2 0 2 0 年 の パ ラ リ ン ピ ッ ク 文 化 プ ロ グ ラ ム へ の ス

テ ッ プ ア ッ プ を 試 み 、 3 年 に 1 回 の 頻 度 で 開 催 。 一 方 、 最 終 的 に は 障

害 の 有 無 と い っ た 既 存 の 枠 組 み に と ら わ れ な い 多 様 な 社 会 の 実 現

を 目 指 す 。  

 

ヨ コ ハ マ ・ パ ラ ト リ エ ン ナ ー レ 2 0 1 4  

補 助 ： 文 化 庁  後 援 ： 厚 生 労 働 省 、 神 奈 川 県 、 ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・ カ ウ ン シ ル  

協 賛 ： 株 式 会 社 資 生 堂  特 別 協 力 ： 神 奈 川 県 遊 技 場 協 同 組 合 ・ 神 奈 川 福 祉 事 業 協 会  

 
岩 崎 貴 宏 、 S O U L  F A M I L Y 、 真 鍋 大 度 、 石 橋 素 、 照 岡 正 樹 、 堤 修 一 、 目 （ め ） 、  

A N R E A L A G E + T A S K O  i n c .  シ バ タ テ ク ノ テ キ ス 、 ミ ハ イ ル ・ カ リ キ ス ほ か 多 数  

2 0 1 4 年 〜  

象 の 鼻 テ ラ ス  

主 催 ： 横 浜 ラ ン デ ヴ ー プ ロ ジ ェ ク ト 実 行 委 員 会 、 特 定 非 営 利 活 動 法 人 ス ロ ー レ ー ベ ル  

共 催 ： 横 浜 市 、 2 0 1 4 年 東 ア ジ ア 文 化 都 市 実 行 委 員 会  



P o r t  J o u r n e y  P r o j e c t （ 象 の 鼻 テ ラ ス ）  

P o r t  J o u r n e y  P r o j e c t  

 

象 の 鼻 テ ラ ス  

各 国 大 使 館 、 各 都 市 連 携 施 設 、 各 都 市 キ ュ レ ー タ ー 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ほ か  

P r u e  C r o m e （ メ ル ボ ル ン ） 、 P a t r i c k  S h i e l d s 、 T i m  S c h w a r t z ( サ ン デ ィ

エ ゴ ） 、 さ と う り さ （ 横 浜 ） ほ か  

2 0 1 0 年 9 月 〜 現 在  

国 際 交 流  

横 浜 市 文 化 観 光 局 創 造 ま ち づ く り 課  

世 界 の 文 化 的 港 湾 都 市 を ア ー ト で つ な ぐ  

象 の 鼻 テ ラ ス の コ ン セ プ ト 「 文 化 交 易 」 を 深 堀 り し 、 横 浜 市 と 同 様 に 、

豊 か な 文 化 戦 略 を も つ 港 湾 都 市 を つ な い で 新 し い カ ル チ ャ ー ネ ッ ト

ワ ー ク を 構 築 す る た め の ア ー ト プ ロ グ ラ ム 。 互 い の 文 化 背 景 を 軸 に

相 互 都 市 の キ ー マ ン と 施 設 （ 横 浜 側 は 象 の 鼻 テ ラ ス ） を つ な げ て

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 重 ね 、 相 互 の 特 徴 的 な ア ー テ ィ ス ト を 輸 出 入 、 催

事 の 交 換 実 施 を 目 的 と す る 。 相 手 先 は 、 メ ル ボ ル ン ( 2 0 1 1 − 1 3 ) 、

サ ン デ ィ エ ゴ ( 2 0 1 2 − 1 3 ) 、 ハ ン ブ ル ク ( 2 0 1 3 − 1 4 ) 、 バ ー ゼ ル

( 2 0 1 4 - ) 、 ナ ン ト （ 2 0 1 ６ ） 、 チ ェ コ ・ ピ ル ゼ ン （ 2 0 1 5 ） 、 光 州

（ 2 0 1 5 ） 、 ヘ ル シ ン キ （ 2 0 1 5 ） ほ か を 想 定 し て お り 、 毎 年 、 参 加 都

市 に て デ ィ レ ク タ ー ズ ミ ー テ ィ ン グ を 行 い 、 協 働 手 法 の デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン 、 さ ら な る 相 互 理 解 を た か め て い く 。  



都 市 観 光  聞 き 耳 ワ ー ル ド  

ま ち を 歩 く ふ た り の 会 話 に そ っ と 耳 を 傾 け る 。  
こ れ ま で に な い 「 お 散 歩 型 」 音 声 ガ イ ド 。  

「 聞 き 耳 ワ ー ル ド 」 は 、 美 術 家 の 小 山 田 徹 が 発 案 し た こ れ ま で に な

い 「 お 散 歩 型 」 音 声 ガ イ ド で す 。 本 プ ロ グ ラ ム で 提 供 さ れ る 音 声 は 、

ホ ス ト 役 、 ゲ ス ト 役 の 二 人 が 実 際 に 街 を “ お 散 歩 ” し た と き の 会 話 を

録 音 し た も の 。 参 加 者 は 、 ウ ェ ブ サ イ ト （ w w w . k i k i m i m i . o r g ) か ら

音 声 デ ー タ を ダ ウ ン ロ ー ド し 、 そ れ を 聞 き な が ら 同 じ ル ー ト を 歩 く こ

と で 、 “ お 散 歩 ” の も う ひ と り の 参 加 者 と な る こ と が で き ま す 。 肩 を

並 べ あ い 、 時 に 真 面 目 に 、 時 に 冗 談 を 交 わ し な が ら 、 街 を 歩 い て い

く 二 人 の 会 話 に そ っ と 「 聞 き 耳 」 を た て て み る 。 そ の 体 験 か ら は 、 こ

れ ま で の 「 解 説 型 」 音 声 ガ イ ド と は 全 く 異 な る 街 の 印 象 が 浮 か び 上

が っ て く る こ と で し ょ う 。  

聞 き 耳 ワ ー ル ド  お 散 歩 型 音 声 ガ イ ド （ w w w . k i k i m i m i . o r g )  

横 浜 市  象 の 鼻 テ ラ ス ほ か 横 浜 臨 海 部  

横 浜 市  

株 式 会 社 イ デ ル ／ イ タ リ ア 文 化 会 館 ／ 神 奈 川 県 民 ホ ー ル ／ ハ ン マ ー ヘ ッ ド ス タ ジ

オ 新 ・ 港 村 ／ 黄 金 町 エ リ ア マ ネ ジ メ ン ト セ ン タ ー ／  ほ か  

椿 昇 ／ P i p & P o p ／ 小 泉 雅 生 ／ タ グ チ ヒ ト シ ／ さ わ ひ ら き ／  ほ か  

2 0 １ 0 年 〜  



都 市 観 光  道 後 オ ン セ ナ ー ト 2 0 1 4  

最 古 に し て 、 最 先 端 。 ア ー ト と 観 光 の 協 働  

改 築 1 2 0 周 年 を 迎 え る 道 後 温 泉 本 館 （ 愛 媛 県 松 山 市 ） の 誕 生 日 を

祝 し 、 1 年 を 通 じ て 行 っ た ア ー ト ・ フ ェ ス テ ィ バ ル 。 温 泉 、 俳 句 、 文 学

な ど 長 く 地 元 で 培 わ れ た 既 存 の 文 化 価 値 に 、 未 来 へ 向 け て の 新 し

い バ リ ュ ー を 付 加 さ せ た い と の 地 元 観 光 業 者 た ち の 希 望 を 汲 み 、 現

代 ア ー ト を 取 り 入 れ た 。  

１ ） 観 光 地 に も か か わ ら ず 、 夜 の 界 隈 そ ぞ ろ 歩 き が 活 発 で な い   

２ ） 旅 行 形 態 の 変 化 に 伴 い ホ テ ル ／ 旅 館 の 宿 泊 数 が 年 々 減 少  

な ど の 問 題 に 応 え る か た ち で 、 光 を 使 っ た 作 品 、 ホ テ ル の 部 屋 を 作

品 化 す る な ど 、 町 中 の あ ち こ ち で 展 開 し た 。  

道 後 オ ン セ ナ ー ト 2 0 1 4  

愛 媛 県 松 山 市  道 後 温 泉  

（ 主 催 ） 道 後 温 泉 本 館 改 築 1 2 0 周 年 記 念 事 業 実 行 委 員 会  

（ 共 催 ） 道 後 温 泉 旅 館 協 同 組 合 、 道 後 商 店 街 振 興 組 合 、 松 山 市  

全 日 本 航 空 株 式 会 社 、 じ ゃ ら ん 、 株 式 会 社 資 生 堂 、 株 式 会 社 B E A M S ほ か  

中 谷 芙 二 子 ／ R h i z o m a t i k s ／ 草 間 彌 生 ／ 荒 木 経 惟 ／ 谷 川 俊 太 郎 ほ か  

2 0 １ 3 年 1 2 月 2 4 日 プ レ オ ー プ ン  2 0 1 4 年 4 月 1 0 日 グ ラ ン ド オ ー プ ン  

〜 1 2 月 3 1 日  



都 市 観 光  道 後 オ ン セ ナ ー ト ２ ０ １ ４  



ま ち づ く り  

ア ー ト は 、 人 の 交 流 を 促 進 す る 装 置  

2 0 0 6 年 の ま ち び ら き と と も に ス タ ー ト し た 、 柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ

（ つ く ば エ ク ス プ レ ス 柏 の 葉 キ ャ ン パ ス 駅 周 辺 ） の ま ち 中 で 行 わ れ る

ア ー ト プ ロ グ ラ ム の 総 称 。 近 年 大 規 模 開 発 に あ り が ち だ っ た 立 体 彫 刻

を 設 置 す る 象 徴 的 な パ ブ リ ッ ク ア ー ト で は な く 、 ア ー ト が 媒 介 と な っ て 、

住 民 や そ こ で 働 く 人 の 交 流 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 活 発 化 す る こ と を こ

こ で は “ ア ー ト ” と 呼 び 、 さ ま ざ ま な イ ベ ン ト 、 遊 具 、 道 具 と し て 活 用 で

き る 作 品 設 置 を 試 み た 。 小 さ な ワ ー ク シ ョ ッ プ 群 に 加 え 、 「 ピ ノ キ オ プ

ロ ジ ェ ク ト 」 「 は っ ぱ っ ぱ 体 操 」 「 マ ル シ ェ コ ロ ー ル 」 、 街 の ス タ ッ フ を 格

好 良 く 彩 る 「 ユ ニ フ ォ ー ム プ ロ ジ ェ ク ト 」 な ど グ ッ ド デ ザ イ ン 賞 も 多 数 。

2 0 1 2 年 以 降 、 主 に イ ベ ン ト プ ロ グ ラ ム は 地 元 住 民 の 運 営 に 切 り 替 え 、

自 立 を 促 し て い く 。  

五 感 の 学 校 プ ロ ジ ェ ク ト （ 柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ ）  

五 感 の 学 校 プ ロ ジ ェ ク ト  

柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ 全 域  

三 井 不 動 産 レ ジ デ ン シ ャ ル 株 式 会 社 、 読 売 広 告 社  

ア ー バ ン デ ザ イ ン セ ン タ ー 柏 の 葉 （ U D C K ） 、 N P O 支 援 セ ン タ ー ち ば  

そ の 他  

ジ ャ ン ＝ リ ュ ッ ク ・ ヴ ィ ル ム ー ト 、 大 巻 伸 嗣 、 佐 藤 好 彦 、 さ と う り さ 、 T o k y o  

P i c n i c  C l u b 、 真 喜 志 奈 美 、 福 留 奈 美 、 ひ び の こ づ え ほ か 多 数  

2 0 0 6 年 1 1 月 〜 現 在  



教 育 ・ 地 域 交 流  ピ ノ キ オ プ ロ ジ ェ ク ト （ 柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ ）  

「 子 ど も は 街 で 育 て よ う ！ 」 が ス ロ ー ガ ン  

2 0 0 7 年 に 始 ま っ た 秋 の 恒 例 イ ベ ン ト 。 イ タ リ ア の 童 話 「 ピ ノ キ オ 」

の 物 語 を ベ ー ス に 、 子 ど も が 試 行 錯 誤 と 実 践 を 繰 り 返 し 成 長 し て い

く 姿 を 町 ぐ る み で 応 援 す べ く 、 地 元 企 業 ・ 病 院 ・ 大 学 そ の 他 さ ま ざ ま

な ス テ ー ク ホ ル ダ ー が 社 会 体 験 プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る 。 メ イ ン は ら

ら ぽ ー と 柏 の 葉 の 実 店 舗 で 行 う 「 お 仕 事 体 験 プ ロ グ ラ ム 」 。 参 加 費

を 払 っ て 1 時 間 の 就 労 に つ き 終 了 後 は 3 0 0 P i と い う 地 域 通 貨 が 支

払 わ れ 、 イ ベ ン ト 開 催 中 は そ れ で お 買 い 物 が 可 能 。 考 案 者 は 伊 人

ア ー テ ィ ス ト ＆ 教 育 者 の エ ド ア ル ド ・ マ ラ ジ ジ 。 地 元 小 学 校 か ら 例 年

6 0 0 人 程 度 の 子 ど も が 参 加 す る 。 2 0 0 8 年 キ ッ ズ デ ザ イ ン 賞 ・ グ ッ ド

デ ザ イ ン 賞 受 賞 。  

ピ ノ キ オ プ ロ ジ ェ ク ト  

柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ （ 千 葉 県 柏 市 ）  

三 井 不 動 産 レ ジ デ ン シ ャ ル 株 式 会 社 ／ ら ら ぽ ー と 柏 の 葉 ／ 読 売 広 告 社  

NPO支援センターちば／柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK） 

辻仲病院／千葉銀行／京葉銀行／ほか 

エ ド ア ル ド ・ マ ラ ジ ジ ／ ひ び の こ づ え ／ 高 橋 信 雅 ／ ほ か  

2007年10月より毎年1回（2日間開催）〜現在まで 



健 康 ・ 地 域 資 源  は っ ぱ っ ぱ 体 操 （ 柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ ）  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 誘 発 す る 新 し い 体 操  

運 動 科 学 の 権 威 で あ り 、 東 京 大 学 柏 の 葉 キ ャ ン パ ス に 在 籍 す る 小

林 寛 道 名 誉 教 授 監 修 の も と 、 一 流 の ク リ エ イ テ ィ ブ が 集 結 し て 制 作

し た 体 操 。 イ ン ナ ー マ ッ ス ル を 鍛 え 、 脳 を 刺 激 す る 高 度 な 運 動 機 能

を 有 す る こ と に 加 え 、 ア レ ン ジ を 加 え ら れ る 、 グ ル ー プ で で き る な ど 、

ダ ン ス 要 素 も 兼 ね た 自 由 度 の 高 さ に 定 評 が あ り 、 人 々 の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 促 進 に 寄 与 す る 。 柏 の 葉 で は コ ン テ ス ト を 実 施 す る ほ か 、

毎 年 行 わ れ る 地 元 の お 祭 り を 舞 台 に 、 市 民 が 体 操 披 露 を 行 な っ て

い る 。 オ リ ジ ナ ル 映 像 や グ ッ ズ も あ り プ ロ ジ ェ ク ト を 総 合 的 に デ ザ イ

ン 。 2 0 0 9 年 グ ッ ド デ ザ イ ン 賞 受 賞 。 シ ョ ー ト バ ー ジ ョ ン 、 フ ル バ ー

ジ ョ ン の 2 種 が あ る 。  

は っ ぱ っ ぱ 体 操  

柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ （ 千 葉 県 柏 市 ）  

三 井 不 動 産 レ ジ デ ン シ ャ ル 株 式 会 社 ／ ら ら ぽ ー と 柏 の 葉 ／ 読 売 広 告 社  

NPO支援センターちば／柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK） 

東京大学柏Ⅱキャンパス 

齊 藤 美 音 子 （ 振 付 ） ／ ジ ム ・ オ ル ー ク （ 音 楽 ） ／ グ ル ー ヴ ィ ジ ョ ン ズ （ 映 像 ）  

2 0 0 8 年 制 作 、 初 披 露  以 降 毎 年 イ ベ ン ト 実 施  



地 産 地 消 ・ 地 域 交 流  マ ル シ ェ コ ロ ー ル （ 柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ ）  

み ん な で つ く る 、 み ん な の マ ル シ ェ  

2 0 0 8 年 ス タ ー ト し た 、 市 民 に よ る ワ ー ク シ ョ ッ プ と 地 元 で 手 に 入 る

プ レ ミ ア 高 い 食 素 材 が 集 ま る 、 地 域 交 流 都 市 型 市 場 。 月 １ 回 な い し

２ ヶ 月 に １ 回 程 度 パ ー ク シ テ ィ 柏 の 葉 １ 番 街 の 広 場 や 駅 前 の 公 道 、

時 期 に よ っ て は 千 葉 大 学 の 構 内 を 利 用 す る な ど 、 駅 前 の 諸 施 設 ・

場 を 有 効 的 に 利 用 し て 開 催 。 社 会 性 と 継 続 性 を 持 っ た ま ち の 交 流

拠 点 と し て 評 価 さ れ 、 2 0 1 1 年 、 グ ッ ド デ ザ イ ン 賞 受 賞 。 柏 の 葉 ド ッ

グ （ 精 肉 店 と 八 百 屋 の コ ラ ボ 商 品 ） と い っ た マ ル シ ェ コ ロ ー ル の オ リ

ジ ナ ル 商 品 が う ま れ た り 、 地 域 の 祭 り と の 共 同 開 催 な ど 展 開 力 を

持 っ て い る こ と も 魅 力 の ひ と つ 。  

マ ル シ ェ コ ロ ー ル  

柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ （ 千 葉 県 柏 市 ）  

三 井 不 動 産 レ ジ デ ン シ ャ ル 株 式 会 社 ／ ら ら ぽ ー と 柏 の 葉 ／ 読 売 広 告 社  

NPO支援センターちば／柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK） 

地元企業ほか 

E A T & A R T  T A R O ／ 柏 の 葉 原 人 ほ か （ 主 に 地 元 の ア ー テ ィ ス ト が 活 躍 ）  

2 0 0 8 年 5 月 第 1 回  現 在 は 1 , 2 , 6 月 を 除 く 毎 月  



市 民 活 動  柏 の 葉 は ち み つ プ ロ ジ ェ ク ト （ 柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ ）  

生 活 圏 に 自 然 の 営 み を 。 新 た な 都 市 養 蜂 の か た ち 。  

フ ラ ン ス 人 ア ー テ ィ ス ト 、 ジ ャ ン ＝ リ ュ ッ ク ・ ヴ ィ ル ム ー ト の 考 案 に よ

り 始 ま っ た 市 民 参 加 型 都 市 養 蜂 プ ロ ジ ェ ク ト 。 千 葉 大 学 徳 山 郁 夫 教

授 と 園 芸 学 部 ・ 三 輪 正 幸 助 教 の 指 導 の も と 、 有 志 市 民 に よ り 柏 の

葉 は ち み つ ク ラ ブ が 結 成 さ れ 、 技 術 ゼ ロ か ら 活 動 が ス タ ー ト 。 象 徴

的 な ア ー ト ワ ー ク と し て の 養 蜂 箱 の 設 置 と 地 元 の は ち み つ を 扱 う カ

フ ェ の オ ー プ ン と い う ス ト ー リ ー を 軸 に し な が ら 、 人 々 の 生 活 の 場 に

寄 り 添 う 新 た な 都 市 養 蜂 を 追 求 し た 。 2 0 0 8 年 千 葉 県 よ り 、 持 続 可

能 な 国 際 都 市 づ く り の た め の 新 た な 担 い 手 育 成 支 援 事 業 と し て 認

定 。 ク ラ ブ で 収 穫 し た は ち み つ は 、 毎 月 行 わ れ る マ ル シ ェ や 地 域 の

お 店 な ど で 販 売 さ れ る 。  

柏 の 葉 は ち み つ プ ロ ジ ェ ク ト  

柏 の 葉 キ ャ ン パ ス シ テ ィ （ 千 葉 県 柏 市 ）  

三 井 不 動 産 レ ジ デ ン シ ャ ル 株 式 会 社 ／ 読 売 広 告 社  

柏 の 葉 ア ー バ ン デ ザ イ ン セ ン タ ー （ U D C K ）  

千 葉 大 学  

ジ ャ ン ＝ リ ュ ッ ク ・ ヴ ィ ル ム ー ト 、 則 武 弥 、 福 留 奈 美  

2 0 0 8 年 ク ラ ブ 結 成 、 2 0 1 1 年 カ フ ェ 、 タ ワ ー 完 成  



ま ち づ く り  N E W  G R E E N  S T O R I E S  − ア ー ト が 紡 ぐ 、 新 た な 公 園 の 時 間 −  

ア ー テ ィ ス ト と 企 業 の コ ラ ボ で 生 ま れ る 、 新 し い 公 園 の 使 い 方  

第 2 9 回 全 国 都 市 緑 化 フ ェ ア T O K Y O の 開 催 に 併 せ 、 井 の 頭 恩 賜 公

園 会 場 に 、 新 し い 公 園 の 使 い 方 を 提 案 す る 展 覧 会 を 開 催 し た 。  

洋 服 の よ う に 着 ら れ る ハ ン モ ッ ク や 、 景 色 が 一 変 す る ベ ン チ 、 切 株

に 変 身 し て 隠 れ ら れ る テ ン ト な ど 、 ア ー テ ィ ス ト の 既 成 概 念 を 越 え

た 豊 か な 創 造 性 と 、 遊 具 メ ー カ ー の 技 術 力 を コ ラ ボ レ ー シ ョ ン さ せ 、

日 頃 見 慣 れ た 公 園 を 新 た な 視 点 で 捉 え 直 す 試 み 。  

ス パ イ ラ ル に て 展 覧 会 を 開 催 後 、 フ ェ ア 開 催 に 併 せ 井 の 頭 恩 賜 公

園 ・ 林 間 広 場 に 作 品 を 設 置 。  

井 の 頭 恩 賜 公 園 で は 、 作 品 に 加 え て 「 公 園 の 使 い こ な し 」 を テ ー マ

に 、 ア ー テ ィ ス ト に よ る 5 つ の ワ ー ク シ ョ ッ プ も 行 っ た 。  

N E W  G R E E N  S T O R I E S  − ア ー ト が 紡 ぐ 、 新 た な 公 園 の 時 間 −  

ス パ イ ラ ル ガ ー デ ン （ ス パ イ ラ ル １ F ） 、 井 の 頭 恩 賜 公 園 ・ 林 間 広 場  

第 2 9 回 全 国 都 市 緑 化 フ ェ ア T O K Y O 実 行 委 員 会  

株 式 会 社 コ ト ブ キ 、 株 式 会 社 中 村 製 作 所  

＜ ラ ン デ ヴ ー プ ロ ジ ェ ク ト ＞ 佐 藤 好 彦 ／ シ ア タ ー プ ロ ダ ク ツ ／ 鈴 木 康 広  

＜ ワ ー ク シ ョ ッ プ ＞ 井 上 尚 子 ／ o b l a a t ／ 川 内 倫 子 ／ 鈴 木 康 広 ／ 月 岡 彩 ／ 中 山 晴 奈  

ス パ イ ラ ル 展 ： 2 0 1 2 年 9 月 1 9 日 （ 水 ） 〜 2 3 日 （ 日 ）  

井 の 頭 恩 賜 公 園 展 ： 2 0 1 2 年 9 月 2 9 日 （ 土 ） 〜 1 0 月 2 8 日 （ 日 ）  



用 途 開 発  K A I T E K I の か た ち 展  〜 ア ー ト と 技 術 の 化 学 反 応 〜  

2 1 組 の ア ー テ ィ ス ト が 提 案 す る 「 K A I T E K I 」  

三 菱 ケ ミ カ ル ホ ー ル デ ィ ン グ ス （ M C H C ） グ ル ー プ が 持 つ 多 種 多 様

な 素 材 と 技 術 を 使 っ て 2 1 組 の ア ー テ ィ ス ト が 作 品 を 制 作 ・ 出 展 し た

展 覧 会 。 M C H C グ ル ー プ が 目 指 す 「 K A I T E K I 」 （ 人 間 に と っ て 快 適

で あ る だ け で な く 、 社 会 や 地 球 に っ て も 快 適 で 、 真 に 持 続 可 能 で あ

る 状 態 ） と い う メ ッ セ ー ジ を 広 く 発 信 す る た め 、 「 K A I T E K I と は 何

か 」 を テ ー マ に 、 絵 画 、 彫 刻 、 イ ン ス タ レ ー シ ョ ン 、 フ ァ ッ シ ョ ン 等 の

さ ま ざ ま な 分 野 の 作 品 を 出 展 し た 。  

会 場 構 成 は 谷 尻 誠 氏 （ S U P P O S E  D E S I G N  O F F I C E ） に 依 頼 。

水 の ゆ ら め き を 感 じ ら れ る 光 あ ふ れ る 空 間 と な っ た 。  

K A I T E K I の か た ち 展  〜 ア ー ト と 技 術 の 化 学 反 応 〜  

ス パ イ ラ ル ガ ー デ ン （ ス パ イ ラ ル １ F ）  

株 式 会 社 地 球 快 適 化 イ ン ス テ ィ テ ュ ー ト ／  

株 式 会 社 三 菱 ケ ミ カ ル ホ ー ル デ ィ ン グ ス  

株 式 会 社 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 総 合 研 究 所  

株 式 会 社 イ ン ス パ イ ア  

日 比 野 克 彦 ／ 津 村 耕 佑 ／ 真 鍋 大 度 ・ 石 橋 素  他 ２ １ 組  

2 0 1 1 年 7 月 2 9 日 （ 金 ） 〜 3 1 日 （ 日 ）  



40歳以下の若手ディレクター個人を出展単位とする、「エマージング・ディレクター

ズ・アートフェア」と、現代美術に限らず、ジャンルの垣根を超えて日本初の優れ

たアートを幅広く提供することを目指す「＋プリュス：ジ・アートフェア」の２つのフェ

アをスパイラルで同時開催するもの。 

「ウルトラ」はギャラリーで実際に作家と作品を選ぶディレクター個人を出展単位と

したユニークなフェアで、2008年より開催。「＋プリュス」は2012年よりウルトラと

統合して再スタートしたアートフェアで 、高い実績と信頼のあるギャラリーが出展

する。 

「プリュス・ウルトラ」はラテン語で「もっと前へ」を意味し、出展者がただ商売にし

のぎを削るのではなく、来場者とアートをつなぐ多角的な接点を創出し、日本の美

術マーケットを再活性化し、美術界の発展に繋げることを当フェアの目的としてい

る。 

T H E  A R T  F A I R S :  + P L U S - U L T R A  

ジ ・ ア ー ト フ ェ ア ズ ： ＋ プ リ ュ ス − ウ ル ト ラ  

ス パ イ ラ ル ガ ー デ ン （ ス パ イ ラ ル １ F ）  

株 式 会 社 レ ン ト ゲ ン ヴ ェ ル ケ  

2 0 0 8 年 1 0 月 〜 、 年 1 回 開 催  

ア ー ト フ ェ ア  

アートの「いま」に触れ、アートをもっと身近にする統合型アートフェア 



ク ロ ア チ ア 、 オ ー ス ト リ ア を 拠 点 に 活 躍 す る ア ー テ ィ ス ト 集 団 、 ヌ ー メ ン

／ フ ォ ー ユ ー ス の ア ジ ア 初 個 展 。 本 展 で は 、 梱 包 用 ビ ニ ル テ ー プ を 幾

重 に も 巻 き つ け て 作 ら れ た 「 テ ー プ イ ン ス タ レ ー シ ョ ン 」 を 作 成 し た 。  

作 品 内 部 へ は 入 る 事 が で き 、 さ な が ら 繭 の 内 部 に い る よ う な 包 み 込 ま

れ る 感 覚 を 楽 し む こ と が 出 来 る 。  

作 品 を 制 作 す る に あ た っ て は 、 建 築 系 の 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア と 共 に 、 作

品 が 作 ら れ て い く 様 子 を 1 週 間 に わ た り 公 開 し 、 ま た 、 完 成 し た 作 品 を

舞 台 美 術 に 見 立 て 、 現 代 美 術 ＋ ダ ン ス パ フ ォ ー マ ン ス の 可 能 性 を 示 す

プ ロ グ ラ ム を 2 回 行 う な ど 、 ジ ャ ン ル の 垣 根 を 超 え た 展 開 を 行 っ た 。  

N U M E N / F O R  U S E  E x h i b i t i o n  “ T A P E  T O K Y O ”  

ヌ ー メ ン ／ フ ォ ー ユ ー ス 展 『 テ ー プ  ト ー キ ョ ー 』  

ス パ イ ラ ル ガ ー デ ン （ ス パ イ ラ ル １ F ）  

助成：EU-ジャパンフェスト日本委員会 特別協力：東京ドイツ文化センター 協力：オーストリア大使館、COEDO 

BREWERY 資材協力：住友スリーエム㈱ 後援：駐日クロアチア共和国大使館 

2 0 1 3 年 1 1 月 1 8 日 （ 月 ） 〜 1 2 月 4 日 （ 水 ）  

ヌ ー メ ン ／ フ ォ ー ユ ー ス  

国 際 交 流  

ビニルテープから産み出された、壮大な体験型インスタレーション 



国 際 交 流  Y u k i  H a y a m a  ” C e r a m i c  S t o r i e s ”  

フ ィ ン ラ ン ド で 展 覧 し た 、 日 本 の 美 と 技  

息 も 詰 ま る 程 の 精 緻 な 絵 付 け と 、 古 今 東 西 の 文 様 研 究 の 成 果 か ら

生 み 出 さ れ た 物 語 性 に 富 ん だ 独 自 の 文 様 、 そ れ ら を 統 合 す る 圧 倒

的 な 技 量 で 磁 器 を つ く り だ す 葉 山 有 樹 。  

 

本 展 で は 、 今 日 ま で の 活 動 の 集 大 成 を 発 表 す る と 共 に 、 次 代 に 繋

が る 新 た な テ ー マ と 究 極 的 な 表 現 に も 挑 戦 し た 最 新 作 品 を 含 む 約

4 0 点 を 展 示 。 用 と 美 を 慈 し み 、 暮 ら し を 楽 し み 、 産 業 を 育 ん で き た

日 本 の 古 く て 新 し い 美 の 可 能 性 を 実 用 文 化 発 展 の 地 フ ィ ン ラ ン ド に

て 展 覧 し ま し た 。  

Y u k i  H a y a m a  “ C e r a m i c  S t o r i e s ”  

D E S I G N M U S E O （ ヘ ル シ ン キ 、 フ ィ ン ラ ン ド ）  

D E S I G N M U S E O  

武 松 幸 治 ＋ E . P . A （ 会 場 構 成 ） 、 財 団 法 人 ポ ー ラ 美 術 振 興 財 団 （ 助 成 ） 、 M T V 3 、

株 式 会 社 ワ コ ー ル （ 協 賛 ）  

葉 山 有 樹  

2 0 0 7 年 1 0 月 1 2 日 （ 金 ） ～ 2 0 0 8 年 １ 月 6 日 （ 日 ）  



女 性 の ラ イ フ サ ポ ー ト  

世 の 中 の ク リ エ イ テ ィ ブ マ マ を 応 援 す る ！  

2 0 1 1 年 よ り 展 覧 会 と い う 形 で ス タ ー ト し た 本 プ ロ グ ラ ム は 、 普 段 は 忙

し く て も 、 本 当 は 知 的 に 、 豊 か に 自 分 自 身 の 生 活 を 楽 し み た い と 願 う ク

リ エ イ テ ィ ブ な マ マ を 応 援 す る 企 画 。 展 覧 会 会 場 内 に 、 ア ー ト 作 品 と し

て の 託 児 施 設 を 設 け て 、 子 ど も ご と “ 鑑 賞 ” で き る 美 し い 空 間 を 創 り だ

し た り 、 マ マ に は 読 書 タ イ ム や 美 容 施 術 の サ ー ビ ス を 提 供 し た り と 、 女

性 が 女 性 ら し く い ら れ る 環 境 を 多 方 面 か ら 提 案 す る 。 2 0 1 2 年 以 降 、 青

山 の 街 と の 連 携 プ ロ グ ラ ム を 計 画 。  

ア ー ト マ マ の 休 日  

ア ー ト マ マ の 休 日  

ス パ イ ラ ル ガ ー デ ン （ ス パ イ ラ ル １ F ）  

ポ ピ ン ズ コ ー ポ レ ー シ ョ ン ほ か  

( 2 0 1 1 年 ） 月 岡 彩 、 大 平 龍 一 、 T o r u  F u j i t a 、 R i c o 、 白 石 衆  

( 2 0 1 2 年 ） 山 口 藍 、 P I P & P O P （ 予 定 ）   

 

2 0 １ 1 年 ４ 月 2 3 日 〜 ５ 日 ６ 日 （ 2 0 1 2 年 は 夏 開 催 予 定 ）  



地 域 交 流  山 口 植 樹 祭 メ イ ン ア ト ラ ク シ ョ ン （ き ら ら 博 記 念 公 園 ）  

日 本 三 大 行 幸 イ ベ ン ト 「 植 樹 祭 」 に お け る  
ダ ン ス パ フ ォ ー マ ン ス プ ロ グ ラ ム  

2 0 1 1 年 二 子 玉 川 ラ イ ズ で の ア ト ラ ク シ ョ ン が 派 生 し て 、 2 0 1 2 年 、

山 口 県 で 行 わ れ た 全 国 植 樹 祭 に お け る メ イ ン ア ト ラ ク シ ョ ン を 、 ひ

び の こ づ え （ コ ス チ ュ ー ム デ ザ イ ン ） 、 森 山 開 次 （ 振 付 ） 、 川 瀬 浩 介

（ 音 楽 ） が 担 当 。 現 地 ダ ン ス ス タ ジ オ 、 ３ つ の 地 元 小 学 校 で の 振 付

練 習 を 二 ヶ 月 に わ た っ て 行 い 、 約 1 ６ ０ 名 の 小 学 生 と 約 ６ ０ 名 の ダ ン

サ ー に よ る ８ 分 間 の 壮 大 な パ フ ォ ー マ ン ス プ ロ グ ラ ム が 出 来 上 が っ

た 。 白 蛇 、 ミ カ ド ア ゲ ハ な ど 山 口 県 に ゆ か り の あ る 1 3 種 の 動 物 バ

ル ー ン が 晴 天 の も と 華 や か に 舞 い 、 １ ０ ０ ０ ０ 人 に 観 客 ほ か 、 天 皇

陛 下 ・ 皇 后 陛 下 が ご 覧 に な ら れ た 。  

第 ６ ３ 回 全 国 植 樹 祭   

き ら ら 博 記 念 公 園 （ 山 口 県 山 口 市 阿 知 須 町 ）  

山 口 県 ／ 電 通 関 西 支 社  

S D  ほ か  

ひ び の こ づ え ／ 森 山 開 次 ／ 川 瀬 浩 介 ／  

2 0 1 1 年 5 月 、 8 月 、 1 0 月 、 1 2 月 に 実 施 。 2 0 1 2 年 以 降 は 回 数 を 変 え て 継 続  



地 域 交 流 ・ 大 学 連 携  タ マ リ バ ー ズ （ 二 子 玉 川 ）  

商 業 施 設 と 大 学 に よ る 産 学 共 同 地 域 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト  

2 0 1 1 年 二 子 玉 川 ラ イ ズ 開 業 に 併 せ て ス タ ー ト し た 、 二 子 玉 川 ラ イ

ズ と 多 摩 美 術 大 学 に よ る 地 域 連 携 ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト 。 ア ー ト や 文

化 を 通 じ た 地 域 貢 献 や 良 質 な コ ン テ ン ツ 活 用 を 目 指 す 二 子 玉 川 ラ

イ ズ と 、 二 子 玉 川 か ら 徒 歩 圏 内 に キ ャ ン パ ス を 構 え 、 学 生 の 発 表 の

場 や 学 び の 場 を 学 外 に 展 開 し た い 多 摩 美 術 大 学 を つ な ぎ 、 2 0 1 1 年

は 年 4 回 イ ベ ン ト を 実 施 。 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 内 の 広 大 な 半 屋 外 空

間 で パ フ ォ ー マ ン ス や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 う 。 初 回 は 多 摩 美 術 大 学

客 員 教 授 ひ び の こ づ え が 衣 装 ・ 空 間 デ ザ イ ン を 担 当 。 森 山 開 次 が

同 大 学 映 像 演 劇 学 科 の 学 生 を 振 付 け 、 パ フ ォ ー マ ン ス を 実 施 。 3 日

間 の イ ベ ン ト で 約 7 0 0 0 名 の 観 客 を 動 員 。  

タ マ リ バ ー ズ  

二 子 玉 川 ラ イ ズ （ 東 京 都 世 田 谷 区 ）  

東 急 電 鉄 ／ 東 急 エ ー ジ ェ ン シ ー  

S D , 多 摩 美 術 大 学 映 像 演 劇 学 科 、 ほ か  

ひ び の こ づ え ／ 森 山 開 次 ／ 川 瀬 浩 介 ／ ほ か  

2 0 1 1 年 5 月 、 8 月 、 1 0 月 、 1 2 月 に 実 施 。 2 0 1 2 年 以 降 は 回 数 を 変 え て 継 続  



地 域 交 流 ・ 大 学 連 携  タ マ リ バ ー ズ （ 二 子 玉 川 ）  



都 市 観 光  語 り 継 ぐ コ コ ロ と コ ト バ  大 古 事 記 展  

五 感 で 味 わ う 、 愛 と 創 造 の 物 語  

「 大 古 事 記 展 − 語 り 継 ぐ コ コ ロ と コ ト バ 」 は 、 奈 良 県 が 推 進 す る 「 な ら 記

紀 ・ 万 葉 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 一 貫 と し て 、 2 0 1 5 年 1 0 月 1 8 日 〜 1 2 月 1 4 日 、

奈 良 県 立 美 術 館 に て 開 催 さ れ ま し た 。 ス パ イ ラ ル は 、 美 術 、 文 献 学 、

考 古 学 な ど 、 多 分 野 の 専 門 家 が 協 働 し た 本 展 に お い て 、 展 覧 会 全 体

の テ ー マ と 構 成 を 提 案 し 、 展 示 演 出 の 監 修 を 行 う ほ か 、 序 章 お よ び 第

３ 章 の 映 像 制 作 、 第 ５ 章 の 新 作 ア ー ト 作 品 の 制 作 を 担 当 し ま し た 。 映

像 制 作 に は 福 田 泰 崇 を 、 現 代 ア ー ト 作 家 と し て 、 山 口 藍 、 ト ー チ カ 、 エ

キ ソ ニ モ の ３ 組 を 起 用 、 国 宝 を 含 む 貴 重 な 美 術 品 ・ 考 古 品 か ら 最 先 端

の 現 代 ア ー ト ま で 、 幅 広 い 内 容 を 含 ん だ 本 展 は 大 き な 話 題 を 呼 び 、 奈

良 県 が 主 催 す る 展 覧 会 と し て は 異 例 と な る 1 0 万 人 の 来 場 者 を 記 録 し

ま し た 。  

語 り 継 ぐ コ コ ロ と コ ト バ  大 古 事 記 展  

奈 良 県 立 美 術 館  

奈 良 県 ／ 株 式 会 社 ア サ ツ ー  デ ィ ・ ケ イ  

C G - A R T S 協 会  

エ キ ソ ニ モ 、 ト ー チ カ 、 山 口 藍 、 福 田 泰 崇  

2 0 １ ４ 年 1 0 月 1 8 日 〜 1 2 月 1 4 日  

Photo: 市川靖史 



都 市 観 光  太 田 市 美 術 館 ・ 図 書 館  

図 書 館 と 美 術 館 が 同 居 す る 複 合 文 化 施 設  

群 馬 県 太 田 市 は 中 島 飛 行 機 の 発 祥 の 地 で あ り 、 富 士 重 工 業 株 式 会 社

が 本 社 を 置 く 工 業 都 市 で す 。 同 市 で は 、 活 発 な 工 業 経 済 が 存 在 す る 一

方 で 、 中 心 市 街 地 の 衰 退 が 課 題 と な っ て お り 、 「 太 田 市 美 術 館 ・ 図 書

館 」 は 、 中 心 市 街 地 の 活 性 化 を 目 的 に 計 画 さ れ ま し た 。  

ス パ イ ラ ル で は 、 建 築 家 ・ 平 田 晃 久 氏 に よ る ユ ニ ー ク な 建 築 プ ラ ン を

生 か し つ つ 、 そ れ を 効 果 的 に 活 用 す る 管 理 運 営 計 画 の 策 定 を 行 っ て い

ま す 。 中 心 市 街 地 に 賑 わ い を 取 り 戻 す こ と を 主 目 的 と し つ つ 、 美 術 館

と 図 書 館 が 融 合 す る こ れ ま で に な い 複 合 文 化 施 設 と し て の 特 徴 を 生 か

し 、 多 彩 な 文 化 事 業 を 展 開 す る こ と を 予 定 し て い ま す 。  

本 施 設 の オ ー プ ン は 2 0 1 7 年 の 4 月 と な り ま す 。  

太 田 市 美 術 館 ・ 図 書 館  管 理 運 営 計 画  

群 馬 県 太 田 市  

太 田 市  

花 井 裕 一 郎 、 平 野 篤 史  

2 0 １ 4 年 〜 （ 継 続 中 ）  

© akihisa hirata architecture office 



都 市 観 光  八 王 子 観 光 産 業 振 興 会 議  

世 界 都 市 ＝ 東 京 の 水 と 森 の ゲ ー ト シ テ ィ を 目 指 し て  

八 王 子 観 光 産 業 振 興 会 議 は 、 八 王 子 市 と 八 王 子 商 工 会 議 所 が 共 同 し

て 立 ち 上 げ た 会 議 で す 。 長 年 に わ た っ て 急 激 な 人 口 拡 大 が 続 く 一 方 で 、

交 流 人 口 の 獲 得 に 関 し て は 取 り 組 み が 遅 れ て き た 八 王 子 の 観 光 産 業

を 活 性 化 さ せ る こ と を 目 的 と し て い ま す 。  

ス パ イ ラ ル は 同 会 議 の コ ン サ ル タ ン ト と し て 、 一 流 シ ェ フ と 地 元 食 材 の

出 会 い か ら 新 た な 食 文 化 の 提 案 を 目 指 す フ ー ド フ ェ ス テ ィ バ ル 、 豊 か

な 自 然 と 歴 史 、 最 先 端 の 企 業 活 動 な ど を 体 験 楽 習 す る イ ン タ ー プ リ

テ ー シ ョ ン フ ェ ス テ ィ バ ル な ど 、 多 彩 な フ ェ ス テ ィ バ ル を 企 画 立 案 す る

と と も に 、 経 済 効 果 の 高 い 観 光 と し て 注 目 さ れ る M I C E の 推 進 に 向 け 、

八 王 子 M I C E 都 市 推 進 セ ン タ ー の 活 動 計 画 策 定 な ど に 取 り 組 ん で い ま

す 。  

※ M I C E ： M e e t i n g / I n c e n t i v e  T o u r / C o n v e n t i o n / E v e n t  

E x h i b i t i o n の 略 で ビ ジ ネ ス ト リ ッ プ を 指 す 。  

八 王 子 観 光 産 業 振 興 会 議  

八 王 子 市  

八 王 子 市 、 八 王 子 商 工 会 議 所  

株 式 会 社 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ デ ザ イ ニ ン グ 研 究 所  
ク ー カ ル 、 自 然 教 育 研 究 セ ン タ ー 、 株 式 会 社 ヘ ッ ズ な ど  

2 0 １ ２ 年 〜 （ 継 続 中 ）  



ま ち づ く り  T O K Y O  A R T  F L O W  0 0  

二 子 玉 川 の 公 共 空 間 を 活 用 、 世 界 水 準 の 文 化 情 報 発 信 を め ざ す 。  

2 0 1 6 年 、 夏 休 み 期 間 の 3 日 間 、 駅 周 辺 の シ ョ ッ ピ ン グ 施 設 か ら 、 二

子 玉 川 最 大 の 自 然 資 源 で あ る 河 川 敷 に い た る 地 帯 で さ ま ざ ま な プ

ロ グ ラ ム を 実 施 。 都 市 は 、 市 民 が 自 ら 関 わ る こ と 、 手 を 加 え る こ と

に よ り 、 そ の 風 景 も 文 化 も 特 徴 づ け ら れ 、 根 づ い て い き ま す 。 こ こ

に 生 活 す る 人 々 に と っ て 誇 り あ る 街 に な る よ う に 、 本 ア ー ト フ ェ ス

テ ィ バ ル で は 、 川 沿 い 、 駅 前 空 間 、 路 地 な ど の 公 共 空 間 を 使 用 し 、

市 民 や 企 業 を 巻 き 込 ん で 作 品 制 作 を 行 っ た 。  

2 0 1 6 年 は フ ェ ス テ ィ バ ル を 立 ち 上 げ る に あ た っ て の 、 実 験 と い う 意

味 も 含 め 第 0 回 と し て 実 施 。 初 回 は 、 ス イ ス よ り 1 組 の 作 家 が 参 加 し

た ほ か 、 国 内 2 0 組 の 参 加 を 得 た 。  

動 員 は イ ベ ン ト 参 加 者 3 0 , 0 0 0 人 。  

T O K Y O  A R T  F L O W  0 0 （ ト ウ キ ョ ウ ア ー ト フ ロ ウ ０ ０ ）  

二 子 玉 川 駅 周 辺  ( 多 摩 川 河 川 敷 、 玉 川 髙 島 屋 S ・ C 、 二 子 玉 川 ラ イ ズ な ど )  

T O K Y O  A R T  F L O W  0 0 実 行 委 員 会 （ 東 京 急 行 電 鉄 株 式 会 社 、 楽 天 株 式 会 社 、

カ ル チ ュ ア ・ コ ン ビ ニ エ ン ス ・ ク ラ ブ 株 式 会 社 、 玉 川 高 島 屋 S ・ C 、 世 田 谷 区 、 多 摩

美 術 大 学 ほ か ）  

株 式 会 社 N T T ド コ モ 、 サ ン ト リ ー ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 、 株 式 会 社 中 川 ケ ミ

カ ル ほ か  

ラ ン グ ／ バ ウ マ ン 、 髙 橋 匡 太 、 目 、 S U P P O S E  D E S I G N  O F F I C E （ 谷 尻 誠 、 吉 田 愛 ） 、

和 田 永 、 フ ァ イ フ ァ イ 、 ひ び の こ づ え 、 C A N T U S ＋ 坂 本 美 雨 ほ か  

２ ０ １ ６ 年 ７ 月 ２ ９ 日 （ 金 ） 〜 ７ 月 ３ １ 日 （ 日 ）  



ス ク ー ル プ ロ グ ラ ム  S p i r a l  S c h o l e ( ス パ イ ラ ル ス コ レ ー ）  

多 彩 な 角 度 か ら 自 分 を 磨 く 、 大 人 の 楽 し い 学 校  

「 S p i r a l  S c h o l e 」 は 、 ス パ イ ラ ル と 運 営 母 体 の ワ コ ー ル が 共 同 で 推

進 す る エ デ ュ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム 。 開 館 3 0 周 年 を 記 念 し 、 2 0 1 5 年 4

月 に ス タ ー ト し ま し た 。 本 プ ロ グ ラ ム で は 、 ス パ イ ラ ル と ワ コ ー ル が こ

れ ま で に 培 っ た ノ ウ ハ ウ と ネ ッ ト ワ ー ク か ら 選 び 抜 い た 、 経 験 豊 か な プ

ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル を 講 師 と し て 迎 え 、 様 々 な ニ ー ズ に 合 わ せ た 講 座 を 実

施 し て い ま す 。  

2 0 1 6 年 度 は 協 力 企 画 を 含 め 全 2 9 の 講 座 が 開 講 さ れ ま し た 。  

ワ コ ー ル が 主 催 す る 「 ワ コ ー ル ス タ デ ィ ホ ー ル 京 都 」 で の ス ク ー ル 事 業

に お い て も 、 ス パ イ ラ ル で 企 画 協 力 を 行 っ た 講 座 を 実 施 。  

 

開 催 し た 講 座 ： 表 参 道 ケ ン チ ク 散 歩 、 ニ ッ ポ ン フ ァ ッ シ ョ ン 最 前 線 、  

ス ク リ ー ン に 映 画 が か か る ま で  な ど  

S p i r a l  S c h o l e  

ス パ イ ラ ル ル ー ム （ ス パ イ ラ ル 9 F ） 、 他  

株 式 会 社 ワ コ ー ル 、 日 本 財 団 マ マ プ ロ 、 非 営 利 型 株 式 会 社 P o l a r i s 、 F a s h i o n  S t u d i e s 、
オ ブ ラ ー ト 、  R A D 、  2 0 世 紀 フ ォ ッ ク ス ホ ー ム エ ン タ ー テ イ メ ン ト ジ ャ パ ン 、 他  

我 妻 マ リ 、 ヴ ィ ヴ ィ ア ン 佐 藤 、 覚 和 歌 子 、 杉 野 希 妃 、 石 川 三 千 花 、  

御 徒 町 凧 、 蘆 田 裕 史 、 他  

2 0 １ 5 年 〜 （ 継 続 中 ）  



企 業 ブ ラ ン デ ィ ン グ  S P O R T S × A R T  S H I N T O Y O S U  

ア ー ト と ス ポ ー ツ を 通 し た エ リ ア ブ ラ ン デ ィ ン グ  

S P O R T × A R T は 、 東 京 ガ ス 用 地 開 発 株 式 会 社 が 「 T O Y O S U ２ ２ 」

プ ロ ジ ェ ク ト の 一 環 で 新 豊 洲 の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の た め 推 進 す る 活

動 テ ー マ で す 。 コ コ ロ と カ ラ ダ の 両 面 か ら コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 考 え

る た め 、 市 民 に ひ ら か れ た ス ポ ー ツ コ ミ ュ ニ テ ィ を 目 指 す と と も に 、

環 境 意 識 や 生 活 文 化 ま で 、 広 く ア ー ト の 要 素 を 融 合 さ せ る た め 、 エ

リ ア ブ ラ ン デ ィ ン グ を 行 い ま し た 。  

2 0 1 5 年 オ ー プ ン に あ わ せ 、 新 豊 洲 ア ー ト 広 場 に 「 新 豊 洲 パ ブ リ ッ ク

ア ー ト コ レ ク シ ョ ン 」 の 3 作 品 を 設 置 し 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど も 実 施 。  

ま た 、 「 新 豊 洲 B r i l l i a ラ ン ニ ン グ ス タ ジ ア ム 」 の 構 想 を 手 が け 、

2 0 1 6 年 の オ ー プ ン 後 は 、 S L O W  L A B E L の 参 加 型 パ フ ォ ー マ ン ス

「 S L O W  M O V E M E N T 」 の 活 動 拠 点 と し て 、 ト レ ー ニ ン グ や 公 演 発

表 を 行 っ て い ま す 。  

S P O R T  ×  A R T  S H I N T O Y O S U （ ス ポ ー ツ バ イ ア ー ト  シ ン ト ヨ ス ）  

新 豊 洲 エ リ ア  ( 東 京 都 江 東 区 豊 洲 6  丁 目 、 新 豊 洲 B r i l l i a ラ ン ニ ン グ ス タ ジ ア ム )  

協 力 ： ア ト リ エ コ ー ナ ス 、 一 般 社 団 法 人 石 川 県 繊 維 協 会 、 有 限 会 社 オ フ ィ ス ル ゥ 、 江

東 区 青 少 年 対 策 豊 洲 地 区 委 員 会 、 江 東 区 立 第 二 辰 巳 小 学 校 、 江 東 区 立 豊 洲 西 小 学

校 、 株 式 会 社 繊 維 リ ソ ー ス い し か わ 、 ラ ッ ク 産 業 株 式 会 社 、 株 式 会 社 ワ コ ー ル  

2 0 １ 5 年 〜 （ 継 続 中 ）  

東 京 ガ ス 用 地 開 発 株 式 会 社  

髙 橋 匡 太 、 井 上 信 太 、 曽 谷 朝 絵 、 森 山 開 次  



企 業 ブ ラ ン デ ィ ン グ  N S K 1 0 0 周 年 記 念 展 示 イ ベ ン ト  
S E N S E  O F  M O T I O N   

ア ー ト を 通 し て 企 業 価 値 を 高 め る ブ ラ ン デ ィ ン グ  

「 動 き 」 を ス ム ー ズ に す る ベ ア リ ン グ を 中 心 に 製 造 し て き た グ ロ ー バ ル

企 業 、 日 本 精 工 株 式 会 社 ( N S K ) に よ る 創 立 1 0 0 周 年 を 記 念 し た 展 示

イ ベ ン ト 「 S E N S E  O F  M O T I O N 」 を 開 催 、 ス パ イ ラ ル は プ ロ デ ュ ー ス

を 手 が け ま し た 。  

展 覧 会 「 S E N S E  O F  M O T I O N 」 で は 、 6 組 の 参 加 ク リ エ イ タ ー と N S K

が 、  あ た ら し い 感 覚 を 呼 び 覚 ま す 「 あ た ら し い 動 き 」 を テ ー マ に し た 作

品 を 展 示 。  

ま た 、 国 内 外 の 未 来 を つ く る 人 の た め の 「 N S K  F u t u r e  F o r u m 」 、 国

内 各 拠 点 で 社 員 と ク リ エ イ タ ー が 協 働 し て 展 開 す る 「 S a t e l l i t e  

P r o g r a m 」 も 開 催 し ま し た 。  

N S K が 掲 げ る N S K ビ ジ ョ ン 2 0 2 6  「 あ た ら し い 動 き を つ く る 。

(  S E T T I N G  T H E  F U T U R E  I N  M O T I O N ) 」 に ふ さ わ し い 、 あ ら た な

取 り 組 み と な り ま し た 。  

N S K 1 0 0 周 年 記 念 展 示 イ ベ ン ト  
S E N S E  O F  M O T I O N  

ス パ イ ラ ル ガ ー デ ン （ ス パ イ ラ ル 1 F ） 、 ス パ イ ラ ル ホ ー ル （ ス パ イ ラ ル

3 F ） 、 N S K 工 場 、 他  

紫 牟 田 伸 子  

2 0 １ 5 年 〜 （ 継 続 中 ）  

石黒猛、AR三兄弟、エマニュエル・ムホー、スズキユウリ+SLOW LABEL、Nadegata Instant Party (中崎透+山
城大督+野田智子)、Rhizomatiks Research、菊地敦己、為末大、スプツニ子！、猪子寿之、柴幸男、シアタープロ
ダクツ、他 

撮 影 ： 加 藤 純 平  

日 本 精 工 株 式 会 社  



ま ち づ く り  森 の サ ー カ ス  

ア ー ト を 通 し て 企 業 価 値 を 高 め る ブ ラ ン デ ィ ン グ  

横 浜 市 緑 区 の 全 国 都 市 緑 化 よ こ は ま フ ェ ア イ ベ ン ト 「 新 た な 森 の 楽 し

み づ く り 」 の 受 託 事 業 で 、 『 森 の サ ー カ ス 』 と 題 し た サ ー カ ス 公 演 お よ

び ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 い ま し た 。  

舞 台 美 術 の ア ー テ ィ ス ト に 、 フ ラ ン ス 人 の バ ル バ ラ ・ キ ャ デ を 迎 え 、

サ ー カ ス 公 演 に は 、 一 般 社 団 法 人  瀬 戸 内 サ ー カ ス フ ァ ク ト リ ー の コ ー

デ ィ ネ ー ト の も と 、 ３ 名 の パ フ ォ ー マ ー と 1 名 の 音 楽 家 が 出 演 。 森 に 棲

む 動 物 の ス ト ー リ ー で 、 緑 の 深 い 森 に 、 色 鮮 や か な 動 物 の マ ス ク を

被 っ た パ フ ォ ー マ ー が 大 木 に 吊 し た エ ア リ ア ル な ど で 華 麗 な 演 技 を 披

露 し 、 幻 想 的 な ひ と 時 を 創 り 出 し ま し た 。  

森 の サ ー カ ス  

横 浜 市 鴨 居 地 域 ケ ア プ ラ ザ  G P ホ ー ル 、 鴨 居 原 市 民 の 森  北 地 区   

一 般 社 団 法 人  瀬 戸 内 サ ー カ ス フ ァ ク ト リ ー  

2 0 １ 6 年 〜 （ 継 続 中 ）  

横浜市緑区役所 

バルバラ・キャデ 



新 施 設 開 業 支 援  G a l l e r y  A a M o  

新 施 設 の ブ ラ ン デ ィ ン グ 及 び コ ン テ ン ツ 開 発  

2 0 1 7 年 4 月 、 東 京 ド ー ム シ テ ィ に オ ー プ ン し た 大 人 の た め の 遊 べ る 多

目 的 ギ ャ ラ リ ー 「 G a l l e r y  A a M o ( ギ ャ ラ リ ー  ア ー モ ) 」 の 開 業 に 際 し

て の 、 ブ ラ ン デ ィ ン グ の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 及 び コ ン テ ン ツ の 開 発 デ ィ

レ ク シ ョ ン を 実 施 。 施 設 の ネ ー ミ ン グ 、 ロ ゴ デ ザ イ ン ・ ロ ゴ マ ニ ュ ア ル 制

作 、 さ ら に フ ァ サ ー ド デ ザ イ ン の デ ィ レ ク シ ョ ン を 行 う 。  

ま た 、 施 設 の こ け ら 落 と し イ ベ ン ト の 全 体 プ ロ デ ュ ー ス も 担 当 。 内 覧 会

式 典 の デ ィ レ ク シ ョ ン を 行 う ほ か 、 メ デ ィ ア ア ー テ ィ ス ト ・ 真 鍋 大 度 と 演

出 振 付 家 の M I K I K O に よ る 新 作 ダ ン ス ・ イ ン ス タ レ ー シ ョ ン

「 R h i z o m a t i k s  R e s e a r c h  x  E V E L E N P L A Y  D a n c e  

I n s t a l l a t i o n  a t  G a l l e r y  A a M o 」 を プ ロ デ ュ ー ス 。 ス パ イ ラ ル の

ネ ッ ト ワ ー ク を 活 か し 、 ア ー ト 関 係 者 に 新 し い ギ ャ ラ リ ー を 広 く 認 識 し て

頂 く に 至 る 。  

東 京 ド ー ム シ テ ィ 内 新 施 設 「 G a l l e r y  A a M o （ ギ ャ ラ リ ー  ア ー モ ） 」  

開 業 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 及 び オ ー プ ニ ン グ イ ベ ン ト 企 画 製 作 業 務  

東 京 ド ー ム シ テ ィ  

株 式 会 社 東 京 ド ー ム  

W a l t z  

R h i z o m a t i k s  R e s e a r c h 、 真 鍋 大 度 、 E L E V E N P L A Y 、 M I K I K O  

 2 0 1 6 年 〜 （ 継 続 中 ）  



2 0 0 2 年 か ら フ ィ ル ム コ ミ ッ シ ョ ン 事 業 を 展 開 し 、 年 間 約 1 7 0 本 も の 撮

影 が 行 わ れ て い る 静 岡 県 小 山 町 。 2 0 1 6 年 の N P O 法 人 設 立 を 機 に 、 ス

タ ジ オ タ ウ ン 構 築 事 業 を ス タ ー ト さ せ ま し た 。  

ス パ イ ラ ル で は そ の 構 築 に と も な い 、 情 報 発 信 や 映 像 制 作 関 係 の 人 材

づ く り に つ な が る 事 業 を 提 案 。  

H P の リ ニ ュ ー ア ル や 大 学 生 に よ る 滞 在 制 作 、 地 元 町 民 が 映 像 制 作 の

楽 し さ を 体 験 で き る ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 若 手 映 像 ク リ エ イ タ ― を 対 象 と し た

映 像 コ ン テ ス ト 、 ス パ イ ラ ル ホ ー ル で の フ ォ ー ラ ム な ど を 開 催 。 ロ ケ の

誘 致 や ク リ エ イ テ ィ ブ な 人 材 の 交 流 、 育 成 を 図 っ て い ま す 。  

ス タ ジ オ タ ウ ン 小 山  

ス タ ジ オ タ ウ ン 小 山  

小 山 町 、 ス パ イ ラ ル ホ ー ル （ ス パ イ ラ ル 3 F ）  

2 0 1 6 年 4 月 〜  

ま ち づ く り  

小 山 町  

撮 り た い 人 の 味 方 で す 、 小 山 町 ス タ ジ オ タ ウ ン 構 想  

株 式 会 社 プ ラ ン ニ ン グ オ フ ィ ス キ ュ ー 、 J D N 、 カ オ ス エ ー ジ ェ ン シ ー  

ト ー チ カ 、 寺 井 弘 典 、 大 阪 電 気 通 信 大 学 、 多 摩 美 術 大 学  



日 本 古 来 の 製 鉄 法 「 た た ら 」 で の み 得 る こ と が で き る 、 至 極 の 鋼 「 玉 鋼

（ た ま は が ね ） 」 。 日 本 の 美 と 精 神 の 象 徴 で あ る 「 日 本 刀 」 は 、 こ の 玉

鋼 で し か 作 り 出 す こ と が で き ま せ ん 。 島 根 県 奥 出 雲 町 で は 、 世 界 で 唯

一 、 古 来 の 技 法 で た た ら 製 鉄 が 続 け ら れ て い ま す 。  

展 覧 会 で は 、 こ の 貴 重 な 玉 鋼 を 用 い 、 日 本 を 代 表 す る 刀 匠 （ と う し ょ

う ） の 技 と 、 S I C F 出 展 者 を 中 心 と し た 1 0 名 の ア ー テ ィ ス ト の 感 性 に よ

り 、 日 本 刀 の 美 と 精 神 を 未 来 に 伝 え る 、 5 つ の 刃 物 と 5 つ の 鍔 （ つ ば ）

を 制 作 、 展 示 し ま し た 。  

刀 匠 の 技 術 と ア ー テ ィ ス ト の 感 性 に よ り 、 「 玉 鋼 」 の 可 能 性 世 界 に 向 け

発 信 す る と と も に 、 た た ら 製 鉄 の 中 に 見 出 す こ と の で き る “ 文 化 と 伝

統 ” 、 そ し て “ 技 と 美 ” に 裏 打 ち さ れ た “ も の づ く り ” を 伝 え る 機 会 と な り

ま し た 。  

「 奥 出 雲 と 鉄  た た ら と 刀  刀 匠 と ア ー テ ィ ス ト 1 0 人 の 共 創 」 展  

奥 出 雲  玉 鋼 デ ザ イ ン 発 表 会  

「 奥 出 雲 と 鉄  た た ら と 刀  刀 匠 と ア ー テ ィ ス ト 1 0 人 の 共 創 」 展  

シ ョ ウ ケ ー ス （ ス パ イ ラ ル 1 F ）  

安 達 加 奈 江 、 石 野 平 四 郎 、 大 村 卓 、 鈴 木 僚 、 関 川 耕 嗣 、 風 当 将 文 、 F U K U P O L Y 、

Y A S U K A . M 、 楊 子 卓 、 吉 野 哲 平  

2 0 1 7 年 2 月 1 9 日 〜 2 4 日  

ブ ラ ン デ ィ ン グ  

奥 出 雲 町  奥 出 雲 た た ら ブ ラ ン ド 推 進 会 議  

地 域 特 有 の 伝 統 文 化 を 新 し い 表 現 を 通 し て 発 信  

株 式 会 社 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 総 合 研 究 所  



W E B 体 操 第 １ ワ ー ク シ ョ ッ プ  

S P O R T × A R T 新 豊 洲 の 活 動 拠 点 と し て ２ ０ １ ６ 年 1 2 月 に オ ー プ ン し た

新 豊 洲 B r i l l i a ラ ン ニ ン グ ス タ ジ ア ム に て 、 春 の 特 別 企 画 「 ラ ン ス タ ・ ス

プ リ ン グ フ ェ ス テ ィ バ ル 2 0 1 7 」 が 行 わ れ 、 ス パ イ ラ ル は 、 『 森 山 開 次

W E B 体 操 第 １ ワ ー ク シ ョ ッ プ 』 の 企 画 制 作 を 行 い ま し た 。 ダ ン サ ー の 森

山 開 次 が 人 間 工 学 を ベ ー ス に 振 付 し た ３ 分 の 体 操 を 、 丁 寧 に １ 時 間 で 体

の 動 か し 方 を 指 導 し 実 践 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ 。  

当 日 は 、 1 3 時 と 1 5 時 か ら の ２ 回 の 開 催 で 老 若 男 女 約 1 0 0 人 が 参 加 し 、

寒 い ス タ ジ ア ム 環 境 の 中 で 身 体 も 心 も 温 ま る イ ベ ン ト に な り ま し た 。  

W E B 体 操 第 １ ワ ー ク シ ョ ッ プ  

新 豊 洲 B r i l l i a ラ ン ニ ン グ ス タ ジ ア ム  

東 京 ガ ス 用 地 開 発 株 式 会 社 （ 主 催 ： ラ ン ニ ン グ ス タ ジ ア ム 運 営 委 員 会 ）  

後 援 ： 江 東 区 、 公 益 財 団 法 人 日 本 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会  

協 力 ： 特 定 非 営 利 活 動 法 人 エ ッ セ ン ス  

森 山 開 次  

2 0 １ ７ 年 ３ 月 ２ ６ 日 ( 土 )  

健 康 ・ 地 域 交 流  

S P O R T × A R T  体 を 動 か す ワ ー ク シ ョ ッ プ  
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